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第２四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 
2023年５月11日に発表いたしました2023年12月期第２四半期連結累計期間（2023年1月1日～2023年６月30日）

の業績予想と、本日発表の第２四半期決算実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
また、あわせて同日に発表いたしました2023年12月期の通期連結業績予想を、下記のとおり修正いたしましたので

お知らせいたします。 
 
記 

 

１．2023年12月期 第２四半期 連結累計期間業績予想と実績値との差異 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

28,800 

百万円 

1,100 

百万円 

1,000 

百万円 

1,600 

円 銭 

133.50 

実 績 値 （ Ｂ ） 29,162 1,912 2,504 3,073 256.41 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 362 812 1,504 1,473  

増 減 率（ ％ ）  1.3％ 73.9％ 150.5％ 92.1％  
（参考）前期第２四半期実績 

(2022 年 12 月期第２四半期) 18,308 △3,804 △3,512 △2,558 △213.49 

 

 

２．第２四半期連結累計期間の予想と実績値との差異理由 

売上面では、訪日外国人数の増加により当社グループの主要顧客であるインバウンド市場で需要の大幅な回復が見ら

れたほか、国内市場においても行動制限の緩和に伴い観光需要の回復が継続しました。このような状況の中、各事業と

も宿泊部門においてＡＤＲ（客室単価）が想定以上に上昇し、売上高は前回発表予想比で362百万円の増収となりまし

た。 

一方、費用面におきましては、増収の主要因がＡＤＲの上昇であったことから、売上連動による変動費の増加が抑え

られたほか、水道光熱費や広告宣伝費等の固定費が想定を下回った結果、営業利益は812百万円の増益となりました。 

また、円安に伴い為替差益を計上したことなどにより、経常利益は1,504百万円の増益、親会社株主に帰属する四半

期純利益は1,473百万円の増益となりました。 

 

 

３．2023年12月期 通期連結業績予想 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

60,800 

百万円 

3,700 

百万円 

3,500 

百万円 

4,100 

円 銭 

342.08 

今回発表予想（Ｂ） 62,000 4,800 5,300 5,900 492.26 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,200 1,100 1,800 1,800  

増 減 率（ ％ ）  2.0％ 29.7％ 51.4％ 43.9％  
（参考）前期通期実績 

( 2 0 2 2 年 1 2 月 期 ) 43,749 △4,048 △4,461 △5,789 △483.05 

 



 

 

 

４．通期連結業績予想の修正理由 

  下期の売上面は、ＷＨＧ事業においては宿泊需要の回復が続くとの想定に基づきＡＤＲの上昇を見込み、前回予想比

約16億円の増収、ラグジュアリー＆バンケット事業においては婚礼部門と宴会部門で利用人員減を織り込み約７億円の

減収、連結全体では約８億円の増収を見込んでおります。 

営業利益は売上高と連動してＷＨＧ事業では増益、ラグジュアリー＆バンケット事業では減益を見込み、連結全体で

は前回予想比約３億円の増益を見込んでおります。また、経常利益および親会社株主に帰属する当期純利益は、営業利

益と同水準の約３億円の増益を見込んでおります。 

以上のとおり、通期の連結業績といたしましては、売上高は前回発表予想から12億円増収の620億円、営業利益は

11億円増益の48億円、経常利益は18億円増益の53億円、親会社株主に帰属する当期純利益は18億円増益の59億円

を見込んでおります。 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後 

様々な要因によって予測数値と異なる可能性があります。 

 

（単位：百万円）  

 上期 

第２四半期累計期間 

（１月～６月） 

下期 

（７月～12月） 

通期 

（１月～12月） 

実績 

(８/10発表) 

前回予想比

(５/11発表) 

今回予想 

(８/10発表) 

前回予想比

(５/11発表) 

今回予想 

(８/10発表) 

前回予想比

(５/11発表) 

売上高 29,162 362 32,837 837 62,000 1,200 

 

 

 

 

 

ＷＨＧ事業 16,419 119 18,580 1,580 35,000 1,700 

Ｌ＆Ｂ事業 ※１ 8,660 160 8,739 △660 17,400 △500 

リゾート事業 3,120 120 4,879 79 8,000 200 

その他（調整額（※2）含む） 962 △37 637 △162 1,600 △200 

営業利益 1,912 812 2,887 287 4,800 1,100 

 ＷＨＧ事業 1,889 389 2,510 960 4,400 1,350 

 Ｌ＆Ｂ事業 ※１ 646 196 303 △596 950 △400 

 リゾート事業 △400 149 250 50 △150 200 

 その他（調整額（※2）含む） △223 76 △176 △126 △400 △50 

経常利益 2,504 1,504 2,795 295 5,300 1,800 

親会社株主に帰属する 

当期純利益 
3,073 1,473 2,826 326 5,900 1,800 

 ※１ Ｌ＆Ｂ事業･･･ラグジュアリー＆バンケット事業 

  ※２ 調整額･･･セグメント間取引消去によるものです 

 

以  上 


